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COVID-19禍における子どもの傷害に関する研究動向
PubMedを用いたシステマティックレビュー
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【目的】新型コロナウイルス感染症（以下、「コロナ」と略す）の流行による活動自粛は人々の生活を一変させ

た。そのような中、保育・教育現場からは運動不足、生活リズムの乱れ、スクリーンタイムの増加、視力の低

下、肥満・痩身の増加の実感とともに、「骨折が増えた」、「いままでにはなかったようなケガが増え

た」、「ボールが顔面に当たるケガが増えた」等といった子どもの傷害に関する心配も多く寄せられる。これら

の実感は、コロナ禍による生活の変化が視力の低下や肥満・痩身の増加、精神的健康の悪化だけでなく、学校管

理下での子どもの傷害の様相も変化させている可能性を推測させる。そこで本研究では、コロナ禍における子ど

もの傷害実態を検討するための第一段階の作業として、 PubMedを使用して関連研究動向を明らかにすることを

目的とした。【方法】データベースには PubMedを用いて、オンライン検索は2019年以降の論文を対象とし、

injury AND COVID-19 OR coronavirus OR SARS-CoV-2の検索式で実施した。その際、検索フィールドは

Title/Abstract、年齢は Child:6-12 years、 Adolescent: 13-18 years、言語は Englishで絞り込みを行った。検索

日は、2023年5月5日であった。【結果】本研究の結果、573件の論文が検索された。さらに、それらの論文に目

を通した結果、総説論文、対象年齢外の論文、子どもの傷害に言及していない論文、コロナ禍による変化に言及

していない論文等を除外してそれらを概観した。その結果、多くの研究でコロナ禍による子どもの傷害実態の変

化が指摘されていた。（付記）本研究は、日本体育大学スポーツ危機管理研究所プロジェクトの一部として実施

されたものである。


